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日  時：令和２年１月 23日（木）18時 30分 ～20時 00分 

場  所：新屋多目的集会所 

対象地区：新屋 

出席人数：９名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇難病に関する相談窓口等の周知について 

（市民から） 

 家族に難病指定を受けている障がい者がいる。当初は、悩みや困りごとについてどこに 

相談すればよいか分からなかった。市で相談場所等の周知はしているとは思うが、もっ 

と積極的に周知してもらいたい。 

また、市内の障がい者の人数を把握しているのか。弘前保健所の保健師は、家庭訪問や 

電話での現況把握を定期的に実施している。市でも、県と連携して障がい者宅への訪問な

どをした方がよいのではないか。 

 

（市から） 

・障がい者の人数をすべて把握しているわけではなく、あくまで医療機関等に診てもら

った方や窓口で届出をした方を把握している。相談場所の積極的な周知及び保健師の

家庭訪問や連携については担当課に確認し、後日回答する。 

 

〇障がい者雇用について 

（市民から） 

平川市役所での障がい者雇用の状況を教えてほしい。 

 

（市から） 

・令和元年度の平川市職員採用試験では、障がい者３名の採用を予定していたが、１名し

か決まっておらず、追加で１名募集中である。加えて、現在は、令和２年度からの会計

年度任用職員でも募集している。 

 

〇循環バスの路線について 

（市民から） 

平川市循環バスは、弘南鉄道平賀駅を必ず経由するが、イオンタウンは経由しない。買

い物などでイオンタウンを利用する方も多いので、イオンタウンを経由する路線に見直

すよう検討してもらえないか。また、高齢者を対象とした無料パスを導入することで運転

免許返納にもつながるのではないか。 

 

（市から） 
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・新本庁舎完成を目途に路線を見直すべく、循環バスに関するアンケート調査を実施し

た。尾上総合支所に配置されている農林課や建設課なども新庁舎に移るため、尾上地域

の方の利便性も考慮しなければならない。 

・高齢者や障がい者の方などの利便性を考え、市役所や病院等を経由するような路線、買

い物客を踏まえた路線を現在検討している。 

・無料パスについては検討してみる。なお、運転免許返納手続きにかかる手数料を市で全

額助成しているので、返納をお考えの方は利用してもらいたい。 

 

〇自動車の速度標識について 

（市民から） 

 平川市内には速度標識のない道路が多く、たいへん危険だと感じている。子どもたちの 

安全のため、通学路に速度標識を設けるよう検討してもらえないか。 

 

（市から） 

・県の公安委員会で規制等を定めているため、具体的な場所を確認したうえで県に要請

したいと思う。 

・過去に他の町会で、電柱に注意喚起の看板を設置した例もある。場所を確認し、対応を

検討したい。 

 

〇焼肉をできる場所の開放について 

（市民から） 

 平川市内には屋外で焼肉を行うことができる場所が少ない。夏季限定でもいいので、中 

央公園や文化センターなどで焼肉を行うことはできないものか。 

  

（市から） 

・火気を扱うため規制が厳しいとは思うが、利用できる場所があるか検討したいと思う。 

・河川敷で焼肉を行ったあとの後片付けが悪く、近隣住民も苦慮している状況である。市

内で焼肉ができる場所を設ければ少しでも改善されるかもしれないため検討してみ

る。 

 

〇集会所の改修について 

（市民から） 

 新屋多目的集会所の老朽化が進んでいるため、改修工事を検討していただきたい。 

 

（市から） 

・国の「緊急防災・減災事業債」という起債があり、集会所等の改修を、国７割、市３割

の負担で行うことができるが、令和２年度をもって終了する。そのため、市では、昭和

56 年以前に建てられた耐震基準を満たしていない集会所を優先して改修工事を行って
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いる。新屋多目的集会所は平成４年に建てられているため、改修をする場合は町会の負

担が発生する。 

・市では大規模改修の基準を設定しており、築 30年以上の建物が対象となる。これは、

市単独の事業であり予算の範囲内で対応しているため、要望があった町会施設につい

て、計画を立てて改修を進めている。こちらについても町会負担は発生するので、その

ことを踏まえ検討してもらいたい。 

 

〇道路横断側溝の段差解消について 

（市民から） 

 市道新屋遠手沢線（高速道路の高架下）の側溝に段差があるので解消してもらいたい。 

 

（市から） 

・町会要望があり回答しているが、令和２年度に修繕で対応する予定である。 

 

〇集会所駐車場のタイヤについて 

（市民から） 

 集会所駐車場にタイヤが置いてあり、駐車や除雪がしにくい。市で置いたものだと思わ 

れるので対応していただきたい。 

 

（市から） 

・現場を確認し、町会長へ回答する。 

 

〇空家の対応について 

（市民から） 

 台風等の災害時は、空家の屋根が飛ぶ恐れがあり危険であるので対応を検討してもら 

いたい。 

 

（市から） 

・空家が増えており問題視している。ただ、個人の所有物のため対応が難しい。台風など

で屋根が飛びそうな場合は消防で対応している。市としては、空家等対策計画を策定

し、空家に係る対策を進めている。 

・昨年までに市で認定している空家は 421件、特定空家は 25件ある。これらを市で解体

するとなると、税金を使うことになるため苦慮している。市の補助金を活用して空家を

解体する方もいる。 

 

〇市の税収について 

（市民から） 

 市の税収はどの程度なのか。 
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（市から） 

・市税を含む自主財源が歳入の 20パーセント程度を占めている。歳入のなかで一番多い

のは地方交付税である。 

 

〇歩道の排雪について 

（市民から） 

 歩道に雪が残っている箇所の排雪を検討できないか。 

 

（市から） 

・基本的に排雪は行っていない。現場確認をして必要と判断した場合は対応している。 

 

 


